
地

沫

肪

十

九
容

繋
撃

米
餅
)
･鉱
石

･
Em
位

･
設
併
称
'
第

二
肺=
欽
山
の
評
佃
に
舶
す
る

祁
功
'
節
三
流
凍
鎖
概
念
､
節
_E
T持
越
銀
に
関
す
る
都
功
を
迎
ぶ
｡
外

米
に
虹
接
X
は
関
越
に
脱
心
を
杵
た
る
1
人
､
地
尻
餅
解
､
塔
窓
を
川

{
J

で
た
る
新

逝
技
術
家
な
ど
に
批
難
の
輪
腐
聖

ボ
ナ
上
に
於
て
細
め
て
適

;l==
な
者
朝
で
あ
る
0
(
上
拍
)

○

人

文

地

理

撃

の

基

礎

的
知
識

碓
井
治
平
著

禁

i
8
恭
啓

耶
敢
行

光
佃
三

仙

川
六
版
四

二
ハ
荊
'
架
引
つ
き
'
附
蝕
と
し
て
文
槍
の
地
珊
刷
旭
が

つ
け
て
為
る
｡

〓
早
か
ら
七
希
ま
で
､
他
郷
数

の
技
法
か
ら
白
銑
と
人

文

の
捌
僻
に
及
び
人
知
他
部
'
非
路
地
排
'
激
机
地
珊
'
交
泊
地
排
､

政
治
地
即

の
五
部
門
に
わ
た
っ
て
'
隅
:.*
に
光
弘
鮎
を
赦
し
た
も
の
で

あ
る
.
行
文
亦
流
暢
'
凡
そ
現
代
地
排
撃
の
愉
俳
を
知
る
に
は
過
常
な

本
で
あ
る
と
日
仏
は
れ
る
'
初
敬
老

の
良
参
考
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
(F
)

○

郷

土

と

産

糞

佐
瀬
弘
'
山
空

1郎
著

郷
山
糾
改
行

･:
八
佃

1
捌
六
十

銀

菊
堅

膏

十
打
の
小
冊
子
で
あ
る
が
､
日

本

の

産

難

に
つ

い

て
各

地

方
別
に
的
蹄
に
姿
佃
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
'
化
し
本
州
t
LiL
T
周
､
九

州
に
限
ら
れ
て
北
晦
道
や
砧
潜
に
は
及
ん
で
な

い
O
(F
)

d

TJtfllVI_〓≡
■
t
LJHlq
I
Jm

IIT≡〓■
'
-IJ〓l

雑

報

T〓■lI■Il〓Ll_Ir〓一llニ
ー〓_l〓〓lt_l二二-11〓-1r'

○
天
津
港
の
背
後
地

天
柵
は
桝
米
桝
勅
に
は
仲
た
る

一
敵
兵
地

妨

l
妹

宍

七
八

で
あ
っ
た
が
､
民
船
雑
株

の
嬰
地
と
な
り
'
李
拍
蔀

の
虹
故
紙
督
と
な

っ
て
か
ら
､犬
排
は
朝
に
教
舶
し
河
北
山
北
此
奴
三
省
を
柵
勢
周
と
L
t

正
に
近
-
は
川
村
､
河
南
､
･;:.=)
-
は
駄
四
､

廿

恥

､新
把
'栄
古
よ
り
仕

入
容
が
や
っ
て
-
る
や
う
に
な
っ
て
､
蜘
治
三
十
二
郎
貿
易
斬
七
千
七

甘
前
桁
勝
岡
と
な
り
､
撃

二
十
三
坤
我
利
榊

の
胤
起
り
封
易
も
三
千
二

甘
前
略
鯛
術
に
械
じ
た
が
､
日
露
開
城

の
際
'
両
国
即
鰐
口.=
の
調
盆
地

と
な
っ
た

の
て
俄
に
柵
脱
が
析
泊
に
な
り
三
十
八
坤

には
九
千
大
官
苅

所

の
貿
易
卿
に
上
っ
た
､
そ
の
後

一
.S
t
l
迫
'
大
正
八
%
に
は
港
外
好

紫
範

の
た
め

1
億
九
千
野

ア
ー
ル
の
.党
易
群
を
元
し
た
が
､
耐
水
陰
に

陽
に
排
日
袋
が
起
っ
て
､
陶
内
不
安
で
あ
っ
た
け
れ
iJ
も
'
大
正
十
咋

以
後

二
億
氾
納
所
に
達
し
､
昭
和

二
舛
以
後
は
三
位
鵬
的
耐
以
上
の
大

仰
地
を
な
し
'
支
部
で
は
上
粧
､
大
曲
に
つ
い
で
妨
三
の
位
位

に
鍾
し

た
'
こ
の
三
大
終
に
つ
ぐ
も
の
と
い
(
ば
洗

口
､
成
東
､
蘭
島
､
肘
頭

の
僻
序
で
あ
っ
て
野

口
､
家
光
'
恰
鯛
･hTl
'
流
塵
､
九
江
､
九
龍
､
串

汲
'
琳
湖
､
度
門
'
耐
州
､
長
抄
､
繭
･:=i
.
寮
虫
梅
､
芝
柴
野
は

1
位

胸
肋
両
以
下
三
千
代
泊
閥
繭
の
間
に
納
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら

(
以
上

昭
和
畢
lt
庇
耗
計
に
ょ
る
)
何
と
い
っ
て
も
天
神
は
北
支
那
筋

1
の
究

易
略
で
あ
る
｡

こ
れ
餌
に
共
背
後
地

の
朕
大
に
し
て
水
迎

(
拭
船
)
粍

鎚
の
位
を
純
ね

て

ゐ
る
桁
光
で
あ
る
'
た
L･
し
泣
叫
に
な
っ
て
外
謎
古

井
利
牌
が
ソ
ダ
イ
エ
ト
の
位
噺
の
下
に
張
家
H
t
排
倫
間

の
池
内
路
を

閉
銑
し
た
こ
と
1
､
悔

河
の
蛇
光
が
あ
る
の
で
､汽
船
が
抑
特
よ
り
上

へ

洲
杭

の
凶
兆
な
い
と

い
ふ
や
う
な
こ
と
は
､
非
に
こ
の
他

の
封
易
に
封

す
る
大
な
る
丈
陣
で
あ
る
け
れ
ど
も
'
そ
れ
で
も
相
木

の
見
込
は
碓
氷



に
こ
の
弘
の
紫
範
を
約
束
す
る
'
今
こ
の
他
に
鵜
る
綿
花
を
見
る
と
印

比
柵
の
輸
入
も
あ
る
が
､
大
腔
は
北
支
那
の
席
で
､
子
牙
河
肋
よ
り
移

入
す
る
も
の
と
､
油
化
河
筋
よ
り
山
犯
る
も
の
地
も
多
-
地
先
の
三
十

:r,･豊
川
に
揺
す
る
､
御
河
筋
よ
り
川
る
も
の
は
十
W
川
､
牛
班
蝕
に
ょ
る
も

の
三
十
%
､
大
枠
光
北
地
方
か
ら
三
%
を
川
す
の
で
､
粋
人
合
計
千
八

甘
二
十
孤
淑

(
印
蛇
柵
三
甘
二
十
祇
斌
)
'
こ
の
内
六
甘
二
十
湘
兜
を
附

射
し
､
本
邦

(
九
甘
六
十
端
封
'
米
固

(
甘
八
十
祇
井
を
輪
蛸

す
る
､

I;
凹
解
の
柵
北
は
先
太
鉛
進
で
河
北
省
に
出
る
も
の
が
八
十
%
'
戎
り

は
河
南
省
(
川
る
が
､
石
衣
非
の
紡
統
工
勘
で
約
出
さ
れ
る
｡

つ
ぎ
に
蝕
牛
の
移
入
四
苅
頭
'
天
秤
で
附
判
三
珊
瑚
に
激
し
､
鵜
川

.I.
祇
珊
で
あ
る
が
'
河
北
の
批
牛
の
節

一
の
雛
故
地
は
北
末
の
丸
万
三

シ
ヤ
ー
.L[ン

河
蝦
に
あ
る
.避
難

で

あ
る
｡
こ
の
地

(
年
に
二
筋
五
千
蛾
と

い
ふ

も
の

が
熱
河
､
中
経
井
川
か
ら
-
乙
､
こ
の
中

1
既
成
は
天
津

(
'
戎
り
は

北
平
に
仕
向
け
る
､
こ
の
北
牛
に
劃

し
て
南
牛
と
い
ふ
も
の
が
山
北
に

は
る
'
准
平
か
ら
他
州
を

へ
て
漁
舷
の
牛
吋
に
で
る
か
叉
沿
版
を

へ
ず

し
て
批
接
に
犬
緋
､
北
平

(
川
姐
る
'
天
緋

(
氷
る
も
の
は
約

l
節
税

に
娃
す
る
､
析
蝦
に
つ
ぐ
節
こ
の
弘
故
地
は
村
名
な
易
州
で
あ
っ
て

一

倍
咋
三
千
叫
に
連
す
る
､
こ
れ
も
毅
古
牛
で
あ
っ
て
大
部
分
は
天
剖t
に

仕
向
け
る
､
こ
れ
ら
の
牛
は
汽
叫
に
ょ
ら
ず
徒
渉
に
て
出
廻
る
も
の
が

多
い
｡

才

灘

卯
は
河
北
解

の
徳
山
を
中
心
地
と
し
咋
糾
二
十
孤

封
を
移
入
L
t

的
近
の
推
二
十
耽
判
を
合
せ
て
'
舛
四
十
批
判
を
川
す
'
こ
れ
は
す
べ

て
矢
印
に
向
け

ら
れる
､
つ
ぎ
に
柏
珂
餌

かIと一
十
同
紙
北
を
天
秤
に

･%

#

に
向
け
る
､
非
仙
御
河
筋
､
子
牙
河
筋
の
如
き
水
鎚
で
甘
数
十
苅
卦
､

蛾
路
に
て
大
同
附
虹
の
卯
も
入
っ
て
-
る
'
そ
こ
で
天
排
で
附
幼
五
十

祇
淑
'輪
的
さ
る
1
も
の
が
こ
甘
祇
北
見
常
で
'
日
本

(
は
批
卯
と
し
て

愉
川
す
る
･
つ
ぎ
に
紬
羊
毛
の
天
沖

川
拠
り
は
咋
平
均
凹
甘
六
十
臥
耽

耳
で
天
緋
で
附
封
す
る
も
の
六
十
四
市
井
､
米
国

(
愉
川
す
る
も
の
三

有
四
十
孤
卦
､
日
本

(
四
十
洗
耳
炎
他
約
二
十
鵡
卦
で
0
年
に
ょ
つ
て

大
差
が
あ
る
O
包
軌
か
ら
北
平
に
油
ず
る
卒
給
紙
の
席
が
八
十
%
t
m

彼
方
両
か
ら
十
%
'
熟
河
省
か
ら
五
%
を
川
す
'
弗
羊
毛
の
集
散
地
は

包
所
､
淑
家
口
'
多
伶
､
赤
紫
'
錨
化
城
'
順
怨
'
交
城
'-;J5'奴

等
で
主

と
し
て
外
毅
廿
に
近

い
､

い
.つ
れ
も
称
辛
皮
の
払
散
地
で
あ
る
と
同
時

に
山
羊
皮
､
牛
皮
が
鶴
牧
す
る
､
澄
型
は
牛
の
み
で
な
-
串
の
箆
散
中

継
地
で
叫
に
十
鵜
i･S
の
安
武
が
あ
る
'
易
州
は
之
に
つ
い
で
八
孤
孤
の

裾
引
を
す
る
'

い
づ
れ
に
し
て
も
天
沖
の
管
絃
地
と
し
て
河
北
の
外
に

蒙
古
と
山
間
､
新
把
等
が
主
要
な
る
純
脚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ら
う
0

0

英

国

の

石

炭

栄

職
前
の
他
罪
の
石
…沢
渡
柿
は
咋
平
均
十
位
七

千入
官
祇
職
位
で
あ
っ
た
が
'
大
根
以
後
石
淡
の
･1TT
紛
･;
鬼
を
は
か
る

凶
が
多
-
な
っ
た
結
兆

1
九
二
九
叫
に
は
搬
非
の
石
=.就
床
棚
は
聯
加
し

て
約
十
三
倍
噸
と
な
っ
た
'
即
ち
ド
イ
ツ
'
ポ
ー
ラ
ン
ド
'
以
下
倣
洲

大
陸
格
闘
の
川
淡
村
加
背
し
-
'
何
れ
も
外
図
淡

の
輸
入
を
防
止
す
る

と
共
に
何
問
∩州
の
碗
川
を
努
め
た
ゝ
め
'
･E

熱
英
国
の
:.S
難
に
膨
耕
し
t

t
九
三

1
叫
に

は
英
凶
は
余
日
:.<
伴

力

の
七
〇
打
を
獲
印
し
た
る
k
過

ぎ
ず
､
其
耗
部
二
倍
二
千
孤
岬
で

1
九
〇

1
舛
以
雑
の
叔
僻
紀
錬
と
な

究

七
九



地

球

節

十
九

怨

つ
た
｡

元
木
共
闘
石
･:S
の
約
三
分
二
は
鯛
内
約
北
で
､
錦
-
の
三
分

I
が
醸

川
向
で
あ
る
'
桝
が
域
内
5.=
封

の
大
詫
た
る
蛾
銅
柴
が
之
又
不
況
に
沈

み
つ
ゝ
あ
る
を
以
て
､
川
以
前
は
･;
ら
鮒
減
し
た
､
邦
他
鋤
迫
'
造
船

業
へ
機

械
工
葉
.
紛
糾
米
等
の
約
款
又
夫
々
減
少
せ
る
は
云
ふ
迄
も
な

ヽ
0
-Y共

助
=.ii
批
難
不
振

の
納
税
は
兆
繊
:･水
銀
が
概
ね
小
北
松
な
る
も
の
脚

立
す
る
朝
米
に
仰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
'
例

(
ば

一
九
二
九
中
の
紙
計
に
ょ

れ
ば
､
同
伴
の
推
断
二
億
五
千
入
官
前
噸
中
の
九
二
｡
五
W州
は

7
.

1

二
九
淡
蝕

(
純
粋
肇

二
王

1)
よ
り
､
叉
綿
飴
の
七
品

好
は

二

〇三

〇
=.AJ鎌

(
撫
停
脅
八
六
六
)
よ
-
裸
瀕
さ
れ
た
の
で
あ
る
0
之
串

群小

の
E祝
疎
を
恭
排
紙

1
し
合
削
化
を
計
ら

ん

と
す

る
輝
は
久
し
-
畔
ば

れ
'

7
九
三
〇
咋
十
二
月
設
立
の
改
造
赤
見
骨
で
は
'
金
牌
産
淡
地
方

を
六
大
別
し
､
来
れ
央
れ
区
内
の
小
･:伏
流
を
盤
州
閉
鎖
し
､
他
方
火
淡

鞠
に
作
光
を
鵜
申
せ
し
め
ん
と
し
た
け
れ
ど
も
容
易
に
米
行
が
川
水
な

い
.
し
か
し
漸
次
新
式
作
米
に
移
っ
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
t
か
う
し
た

群
小
…次
鎌
の
布
水
は
凍
桝
教

の
生
庫
北
を
樹
加
し
､
券
鈍
が
か
さ
む
の

で
､
臼
,･｡
賛
窄

ま
か
ら
栗
銀
引
下
げ
､
静
働
時
間
延
長

を
輩
求
す
る
に

至
り
､
こ
ゝ
で
大
槌
数
が
勃
鎗
す
る
に
茸
っ
た
が
､

山
九
二
六
年
七
月

の
ス
ト
ラ

イ

キ
の
後
'

1
九
三

一
年
ま
で
は
'
八
幡
関
谷
倒
､
貿
金
桝

紀
に
な
っ
た
が
'
約

1
二
年
は
現
状
で
す
⊥
む
ら
し
い
O

っ
ぎ
に
裾
園
内
の
石
淡
脚
封
状
況
を
見
る

と
'
共
械
迫
著
し
-
､
銑

蛾
､
銅
蛾
工
栄
及
…次
助
で
の
脚
光
が
目
に
つ
く

こ
れ
は

1
は
蛾
銅
柴

節

1
既

八
〇

八

〇

の
来
迎
で
､

一
は
淡
銀
白
鱒

の
不
振
を
し
め
す
の
で
あ
る
と
共
に
怒
気

葦

の
脚
封
が

1
河
に
卿
加
し
た
､
そ

)̂
で
蛾
道
や
､
甜
工
架
の
鑑
接
石

淡
脚
封
を
減
ず
る
紡
兆
に
な
っ
た
が
､

こ
の
方
:所
は
好
ま
し
い
税
象
で

あ
る
｡
尤
新
邸
米
の
如
き
､
段
々
と
逝
渉
す
る
の
で
t
E
斯
改
姓
力
四

%
光
を
将
大
せ
る
に
封
し
､
賓
隙
石
淡
約
墾

杓
は
他
に
八
肘
川
正
し
か
樹

加
し
な
い
と
い
ふ
和
様
で
あ
る
｡

石
…次
を
如
鳩
に
滑
水
す
る
こ
と

は
好
ま
し
-
な

い
へ
鋼
地
米
の
如
き

ハ
ン
ド
レ
ツ
ト
ウ
エ
イ
ト

作
柴
逝
渉
の
た
め
､

一
九

二
二
年
鉄
鎖

1
咽
に
嬰
し
た

石

淡

四

二
C
w

t

及
銅

1
咽
に
同
三
〇

C
w
t
で
あ
っ
た
が

1
九
三
〇
年
に
は
三
七
｡
八

C
w
t.
及
ニ
Il三

一
C
w
t
に
城
じ
た
と
い
ふ
進
捗
で
あ
る
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故
に
石
淡

の
脚

史

の
瀬
越
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必
L
も
エ
柴

の
来
迎
を
照
る
の
で
は
な
い

が
､
英
均

政
船
は
蛾
工
業

の
図
家
に
来
賓
な
る
を
痛
感
し

1
九
三

l年
に
は
外
囲

品
に
後
備
三
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1
す

好
の
輸
入
稗
を
瓢
し
て
之
を
保
誰
す
る
に
至
っ

た
か
ら
間
接
に
は
石
…状
銑
弟
も
俵
屋
を
競
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
0

蛾
銅
柴
の
外
に
石
炭
脚
蛍

の
見
込
の
あ
る
E
斯
磁
気
工
柴
と
排
も
僻

に
石
淡
泊
教
樹
の
聯
加
盟
み
雛
き
今
日
で
は
'
TiS
淡
新
剤
綿
磐
の
漁
を

開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
､
例
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ぼ
石
茨
粉
化
､
淡
油
出
合
'
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紙
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粟
化
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の
研
究
が
起
っ
て
船
舶
共
他
の
燃
料
と
し
て
茄
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侵
入
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防
が
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と
す
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至
っ
た
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近
江
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⊥
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淡
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射
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四
の
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合
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す
る
燃
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っ
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誰
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皮
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あ
る
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の
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の
燃
料
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し
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熱
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獲
す
る
の
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あ

り
､
石
炭
の
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尤
姉
と
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昇
し
て
樹
に
な
ら
な
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､
加
ふ
る



に
本
牧
股
は
従
妹
の
茄
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燃
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け
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れ
る
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い
ふ
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が
あ
る
つ
き
う
し
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現
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賀
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し
て
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五
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位
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節
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淡
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れ
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搬
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あ
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滞
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燃
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梓
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仇
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叉
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燃
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梯
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榔
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あ
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七
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露
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又
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石

油

絶
非
路
閥
石
榊
と

い
(
ぼ
バ

ク
ー
を
聯
恕
し
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
(G
r
o
zn
y
i)
前
納
に
つ
い
て
は
､
牡
に

知
ら
る
､
訴
少
か
-
L
が
'
近
舛

沸教
達
著
し
く

今
や
ソ
ダ
イ
エ
ッ

ト
聯
邦
石

油
申
売
嬰
な
る
地
位
を
占
む
る
に
至
っ
た
､
グ

ロ
ー
ズ
ヌ
イ

は
北
高
加
索
の
ゴ
ル
ス
カ
ヤ
共
和
閥
に
あ
り
て
､
共
搾
油
は
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八
九
二

咋
乃
至

一
八
九
五

畔

に

し
て
､
共
闘
資
本
家
ノ
ー
ベ
リ
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米
国
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
が
蔚
手
し
た
の
に
始
ま
る
が
､
常
初
は

小
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模

で
あ
っ
た
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ロ
ー
ズ
イ
ヌ
の
搾
油
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低
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新
街

二
ヶ
所
に
分
れ
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駕
錐
同
は
市

の
鴨
北
方
約
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
に
あ
っ
て
前
型

姦

本
家
の
企

柴
に
か
ゝ
り
た
る
も
､
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氷
は
各
油
井
共
に
汲
絞
れ
の
舵
に
あ
っ
て
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振
な
り
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し
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し
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の
紫
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の
傑
さ
を
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四
官
米
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千
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な
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懲
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あ
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木
此
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に
於
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可
髄
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あ
り
と
い
ふ
､
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の
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､
拙
迫
を
隔
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約

三
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ロ
メ
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ト
ル
の
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て
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銀
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ゲ
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れ
た
る
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政
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あ
り
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石
油
牡

赦
免
は
祇
鰍
院

に
比
し
て
飽
和
既
得
に
'
油
井
塔
碑
立
し
共
数
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九
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〇
咋
末
に
五
甘
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十
兆
な
り
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も
'
今
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比

に
千
兆
に
達
し
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硯
非

ポ
ー
リ
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グ
中

の
も
の
既
に
六
十
側
を
辞
し
'
新
協
会
鯉

の
産
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灘
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出
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二
鵜
四
千
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に
上
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日
銀
…瓦
斯
よ
り
ガ
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リ
ン
を
製
造
す

る
粧
紀
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ロ
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ヌ
イ
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正
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所
あ
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非

1
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は
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幾
夜

に
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の
瓦
斯
よ
り
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四
十
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ン
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す
る
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力
あ
り
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搾
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に
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ふ
も

の
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に
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四
千
人
'
新
政
鑑
に
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一
鵜
三

千
人
を
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し
'
井
内
約
四
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の
狐
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又
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潜
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り
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綬
計
光
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榊
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凍
耽
激
先
八

甘
五
十
瑞
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之
に
･;
然
瓦
斯
よ
り
製
造
す
る
ガ
ソ
リ
ン
を
加
ふ
れ
ば
大

約
九
甘
鵜
暇
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す
る
､
歩
働
新
任
宅
設
備

の
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せ
る
こ
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喋

の
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な
-
､
宛
朗
別
張
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如
-
北
ハ外
似
紫
郎
'嫡
院
､
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術
家
登
成

の
壊
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備
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柑
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･淡
に
至
れ
=
,
つ
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せ
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で
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る
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梅
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符
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蛇

管
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祁
設
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t

北
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舛
甘
八
十
拭
職
に
注
す
'
飴
し

こ
の
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の
収

納
は
そ
の
ま

ゝ
に
て
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イ
プ
櫓
辻
に
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､

1
度
柵
製
せ
る
枢
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た
る
も

の
を
流
迭
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セ
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に
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再
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か
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岩
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庇
翠
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球
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国
七
日
本
地
理
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火
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と
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合
講
演

曾
開
催
漁
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地

兼

嘉

一
'
開
催
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十
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講
演
希
望
の
方
は
演
題
及
講
演
所
要
時
間

(
二
十
分
以

内
)
を
記
し
凍
る
三
月
十
日
ま
で
に
東
京
碑
闘
犬
嬰
排

撃
部
地
質
聾
教
室
内
兼
涼
地
質
尊
愈
宛
申
込
ま
れ
た
し

因
は
講
演
申
込
多
数
在
る
時
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講
演
時
間
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短
縮
又
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込
順
に
ょ
-
謝
絶
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ざ

る

rJ
と

あ
る
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又
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簡
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附
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し
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ふ
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カ
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報
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